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欲の維持や心身の健康保持、ワーク・ライフ・バランス推進の観点からも重要な

課題であり、将来にわたり誰もが活躍できる働きやすい職場づくりを実現していく

ためにも、この課題に組織を挙げて取り組む必要がある。

時間外勤務等の縮減については、時間外勤務時間数や、年間360時間を超えて時

間外勤務を行う者の人数は前年に比べて減少したものの、恒常的な時間外勤務の実

態が依然として見受けられるため、任命権者及び管理職員は、適正な人員配置や事

務処理体制の見直し等により、業務量の平準化や業務の効率化に努め、時間外勤務

の縮減に向けてのマネジメントを強化するとともに、年次休暇の計画的な取得を促

進するなど、休暇を取得しやすい職場づくりを引き続き推進する必要がある。

なお、現在、研究職員のみを対象としているフレックスタイム制は、柔軟な勤務

形態が可能となることに加え、時間外勤務の縮減にも資することが期待できるため、

その対象拡大について検討を進める必要がある。

また、職員が自己の能力を十分に発揮できる状態で職務に従事するには、心身共

に健康であることが重要であるが、心の健康の問題による病気休職者が、依然とし

て病気休職者全体の６割を超え、高い水準にあることから、任命権者においては、

引き続きストレスチェックをはじめとする職員のメンタルヘルス対策の充実を図る

必要がある。さらに、ハラスメントを防止するため、職員一人一人の意識啓発に一

層取り組むほか、管理職員においても、部下職員とのコミュニケーションに留意し、

良好な人間関係に基づく職場づくりに努める必要がある。

② 女性の登用拡大と両立支援の推進

本県では、本年３月に「女性の職業生活における活動の推進に関する秋田県特定

事業主行動計画」を策定し、女性の採用及び登用の拡大に関する目標と取組内容を

定めたところである。

目標達成に向けて女性の採用者数を着実に増加させていくためには、引き続き多

くの優秀な女性の受験者を確保する必要があることから、採用に関する説明会等に

おいて、仕事のやりがいや魅力のほか、働きやすい職場環境等について今後とも積

極的に広報することとする。

女性職員の幹部職員への登用については、これまでも各任命権者において職域の

拡大とキャリア形成の促進を図っているところであるが、任命権者においては、引

き続きこうした職域の拡大と研修の実施、キャリア形成に向けた取組を進め、女性

職員の登用の促進につなげていく必要がある。

併せて、職員が性別にかかわらず育児や介護において役割を果たしながら勤務を

継続できる体制の構築のため、任命権者においては、引き続き、育児や介護のため

の両立支援制度の周知や日頃からの面談等を通じた職員の事情把握等、両立支援制
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